
美咲町HPアドレス　http://www.town.misaki.okayama.jp/index.htm

美咲町議会だより

大きく育て美咲の子ども　ほっこりほっこりあたたかく

議会HPへアクセスします

表紙関連記事16ページ

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました
9議員が町政を問う9議員が町政を問う
大阪府岬町との調印式大阪府岬町との調印式
美咲町議会4年間の軌跡美咲町議会4年間の軌跡
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稗田川の河川改修 ２億５,０００万円の増額
令和2年１1月30日～１２月11日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など9件の議案が議決されました。

自力災害復旧事業費の増額
　自力災害復旧事業は人件費を除くリース料や
燃料代として上限32万円の補助事業。申請者
が多かったため予算を追加する。
〔自力災害復旧事業　９６万円〕

ふるさと納税事業費の増額
　ふるさと納税の増額が見込めるため必要経費
を追加する。本年度のふるさと納税の総額は
6,800万円を見込む。
〔ふるさと納税特産品贈呈事業　９００万円〕

請
願
・
要
望

国
の
責
任
に
よ
る「
20
人
学
級
」

を
展
望
し
た
少
人
数
学
級
の
前

進
を
求
め
る
請
願

新
日
本
婦
人
の
会
津
山
支
部

支
部
長　

山
本　

宣
子

紹
介
議
員　

山
田　

雄
二

藤
井　

智
江

　

20
人
学
級
が
望
ま
し
い
と
の
考

え
も
理
解
で
き
る
が
、実
現
の
可
能

性
が
低
い
と
の
理
由
か
ら
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
し
た
。

林
業
の
振
興
と
経
営
の
安
定
に
関
す
る
要
望
書

江
与
味
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ会長　

神
田　

益
穂

　

趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
全
体
の
組
合
員
数
に

対
し
て
要
望
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
全
会
一

致
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

旭
地
域
の
小
・
中
学
校
存
続
に
つ
い
て
の
要
望
書

美
咲
町
立
旭
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長　

赤
木　

健
一

　

旭
小
学
校
を
旭
中
学
校
に
統
合
し
施
設
一
体
型

の
義
務
教
育
学
校
を
設
置
し
、旭
地
域
に
学
校
の
存

続
を
求
め
る
要
望
で
あ
り
、賛
成
多
数
で
採
択
と
し
た
。

大
型
造
成
工
事
の
分
割
発
注
、

大
型
建
築
工
事
の
分
離・分
割

発
注
に
つ
い
て

美
咲
町
建
設
業
協
会

会
長　

下
山　
　

歩

　

今
後
町
内
で
大
型
プ
ロ
ジェク
ト
の

予
定
も
あ
り
、分
離
・
分
割
事
業
を

請
け
負
う
体
制
づ
く
り
も
必
要
で
あ

り
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

商
工
業
振
興
事
業
補
助
金（
小
規

模
事
業
者
経
営
改
善
普
及
事
業

及
び
地
域
総
合
振
興
事
業
）の
予

算
措
置
に
つ
い
て
の
要
望
書

久
米
郡
商
工
会

会
長　

大
﨑　

敏
男

　

小
規
模
事
業
者
支
援
は
重
要
で

あ
り
全
会
一
致
で
採
択
と
し
た
。

【
要
望
4
号
】

【
要
望
3
号
】

【
請
願
1
号
】

【
要
望
第
5
号
】

【
要
望
第
6
号
】 請

願
・
要
望

議 

員 

発 

議

契
　
　
　
約

美
咲
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正

第
1
条
中「
世
界
に
羽
ば
た
く
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」を「
ひ
と  

輝
く
ま
ち  

み
さ
き
」

に
改
め
る

第
4
条
中
意
見
交
換
会
の
開
催
を「
原
則
年

１
回
」に
改
め
る

財
産
の
取
得

　

契
約
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、審
議
の
結
果

全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

庁
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
機
器
更
新

（
株
）オ
ー
ビ
ス（
岡
山
市
北
区
）

　

１
，
１
９
５
万
７
，
０
０
０
円（
税
込
）

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡



3 みさき

稗田川の河川改修 ２億５,０００万円の増額
令和2年１1月30日～１２月11日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など9件の議案が議決されました。

12月議会
でこんなことが
決まりました

柵原共同調理場真空冷却機の更新
　真空冷却機の老朽化により調理で必要な冷
却が十分できない状態にあるため更新し、排水
管も入れ替える。
〔柵原学校給食共同調理場運営費　５１２万円〕

稗田川改修と排水ポンプの設置
　稗田川（周佐地内）の川幅を拡幅し、水の流
れをよくすることで氾濫を防止し、吉井川の水位
上昇による内水対策として排水ポンプを設置する。
〔自然災害防止事業　２億５,０００万円〕

意
見
の
分
か
れ
た
議
案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

金
谷
議
員

山
本
議
員

貝
阿
彌
議
員

岩
野
議
員

江
原
議
員

松
田
議
員

林
田
議
員

左
居
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

藤
井
議
員

山
田
議
員

議案第１４４号 美咲町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
改正する条例

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

要望第６号 旭地域の小・中学校存続についての要望書 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請願第１号 国の責任による「２０人学級」を展望した少人数学級
の前進を求める請願

議
長 × × × × × × × × × × ○ ○

【議案に対する討論】

議案第１４４号

美咲町職員の特殊
勤務手当に関する
条例の一部を改正
する条例

［条例制定に反対］　保育士の職務の重要性、特殊勤務手当がついた経緯
などからむしろ保育士の待遇改善が必要であり条例改正に反対する。

藤井議員
形井議員

［条例制定に賛成］　国や県の指摘があり職員組合との同意や長年の検討
の結果を踏まえたことから条例改正に賛成する。

延原議員
松田議員

条
　
　
　
例

【
美
咲
町
職
員
の
給
与
条
例
の
改
正
】

美
咲
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

　

令
和
2
年
度
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
関
係
条
例
の
整
備
を
行
う
。

【
延
滞
金
等
の
割
合
の
見
直
し
】

地
方
税
法
等
及
び
所
得
税
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備

　

利
子
税
な
ど
の
割
合
は
引
き
下

げ
る
が
延
滞
金
な
ど
の
割
合
は
維
持

す
る
。

【
保
育
士
の
特
殊
勤
務
手
当
の
廃
止
】

美
咲
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
殊
勤
務
手
当
の
趣
旨
を
考
慮

し
保
育
業
務
従
事
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
を
廃
止
す
る
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し
と

未
利
用
土
地
譲
渡
の
課
税
特
例

の
創
設
】

美
咲
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
を
踏

ま
え
た
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直

し
と
未
利
用
土
地
を
譲
渡
し
た
場

合
の
課
税
特
例
を
創
設
す
る
。

定
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会
の
報
告

町
政
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う  
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般
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委
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告
　総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光
課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／松田英二、江原耕司、岩野正則、貝阿彌幸善の6人で審査し
ています。

　藤原３号ポンプゲートの現地視
察を行った。
　藤原地区では２基目の整備で
あり、残る１基の早期整備が望ま
れる。

【くらし安全課】
特殊詐欺被害防止電話補助

【産業観光課】
事業所助成金の減額
３６０万円減額理由は何か。
新型コロナ対策として、町内
300事業者に一律20万円の
支給を計画。申請辞退者１８件
分の減額である。

問

【地域みらい課】
多世代交流拠点整備基本構想
中央地域の（仮称）多世代交流拠
点整備基本構想へのパブリック
コメントとアンケートの実施は。
パブリックコメントは１２月７日
～１月１５日、アンケートは約
2,000人を対象に実施の予定。

問

答

答
電話購入補助申請の対象は
町内業者だけか。
当面は町内業者からの購入
を対象としている。当初３０件
の申請を見込んだが、１５件を
追加する。

問

答

【理財課】
ふるさと納税増額１,８00万円
ふるさと納税の返礼品に要す
る経費割合はどの程度か。
返礼品は国の基準で３割以内
とされており、委託業者手数
料などを含め全体で約５割が
経費となる。

問

答

【総務課】
特殊勤務手当の廃止
保育業務従事職員の手当廃
止は職員組合の了解を得て
いるか。
これまで国、県の指導があり、
保育士および職員組合とも協
議を重ねてきたもので、同意
を得ている。

問

答

【建設課】
周佐地区稗田川の整備
柵原地域義務教育学校予定地
の下流となる稗田川の改修事
業の内容は。
自然災害防止事業として流路
および河川断面を拡張する計
画で事業費は2億５,000万円
を増額する。

問

答

ポンプゲート（藤原地内）

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
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式

美
咲
町
議
会
4
年
間
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5 みさき

【健康推進課】
子育て世代包括支援センター新設

【福祉事務所】
老人憩いの家修繕費

【教育総務課】
柵原学園（仮称）学校建設事業

【保険年金課】
介護保険計画策定

子育て世代包括支援センター
「たんぽぽ」とはどういうものか。
妊娠時の母子手帳の交付と同
時に、妊娠・出産・子育てに
ついて総合的相談を受け、切
れ目のない細やかな支援を継
続的に行う。

老人憩いの家修繕費247万
６,000円の内訳は。
小原老人憩いの家のトイレ改
修費など。

柵原地域義務教育学校建設事
業の用地取得状況は。
地権者の協力により建設予定
地（書副地内）の用地確保が
完了した。

第８期の介護保険計画の策定
状況は。
策定委員会で審議され、まとめ
られた「介護保険事業計画（案）」
について１月中旬を目途にパブ
リックコメントを実施する。

問 問

問 問

答 答

答 答

【徴収対策室】
債権の放棄

債権放棄の状況は。
住宅使用料、住宅新築資金に
ついて、債務者が死亡し、相
続人がいないため債権の放棄
をやむなく行う。

問
答

【住民税務課】
徴収猶予の申請

徴収猶予の申請状況は。
コロナ感染症関連の徴収猶予
の申請。現在、住民税普通徴
収1件、住民税特別徴収1件、
固定資産税6件、軽自動車税
1件、国保税減免１４件。

問
答

民生・教育常任委員会からの報告
　民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、徴収対策室、福祉事務所、教育総務課、
生涯学習課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／形井　圓　委員／山田雄二、藤井智江、林田　実、金谷髙子の6人で審査して
います。

　町内の修繕される老人憩いの家の現地
視察を行った。
　小原老人憩いの家では、エアコン、
トイレ、和室などの修繕が行われる。

小原老人憩いの家（小原地内）

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
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阪
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委 員 会 の活動
柵原地域学校等建設特別委員会からの報告
　柵原地域学校等建設特別委員会は、柵原地域に建設する「義務教育学校柵原学園（仮称）」の創設に向け
た取り組みに対する審査を担当しています。
委員長／松田英二　副委員長／山田雄二　委員／藤井智江、形井　圓、延原正憲、左居喜次、林田　実、山本
宏治、金谷髙子の９人で審査しています。

　１１月２５日に第１９回特別委員会を開催し、学校建設に伴う建築設計委託に際して岡山県内の９者から提出された提案
書を審査した結果、黒川建築設計事務所（岡山市）の案が最優秀に認められた事の報告を受けています。
　提案された施設のイメージ図を基にした配置計画などを建設予定地の現地視察も踏まえて確認しています。
　建築設計や造成工事に委員会の意見を反映させるため、委員会からの提言書を議長に提出し、議長から町長へ議会
からの要望書として提出しています。

柵原学園イメージ図柵原学園イメージ図

議会改革特別委員会からの報告
　議会改革特別委員会は、議会の制度がその時々の情勢に適しているかを検証し、議会活性化に向けた
議会改革の検討を担当しています。
委員長／岩野正則　副委員長／藤井智江　ほか全議員を委員とする13人で審査しています。

　１０月１日および１１月２日に議会改革特別委員会を開催し、「議会基本条例」の内容について審査を行った。
　条例の内容が現在の情勢に適していない部分として、条例第１条の中の文章を「ひと　輝くまち　みさき」に改め、
条例第４条の中の文章を「意見交換会の開催を原則年１回開催する」に改めることに決定し、１２月定例議会において
「議会基本条例の一部改正」を成立させることで意見が一致した。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
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の
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告

そ
の
他
・
報
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阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
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7 みさき

ページ 議員名 質　問　内　容

8 延原  正憲
１．美作岡山道路事業への町の取り組みは
２．耕作放棄地を復活させる対応策は

9 山本  宏治

１．旭地域の拠点整備の方針は
２．大阪府岬町との交流の取り組みは
◇　地元企業（建設・建築）の入札資格の

再検討はできないか

10 左居  喜次
１．本庁舎および周辺整備今後の展望は
２．義務教育学校に期待することは

11 山田  雄二
１．柵原のまちづくりをどう進めるのか
２．釜の上古墳を地域資源に活用できないか
◇　本町のまちづくりは

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

12 貝阿彌幸善
１．地域資源を活かした取り組みは
２．未来につなぐまちづくりの施策は

13 藤井  智江

１．町行政は条例に則っているか
２．コロナ禍での町民の負担軽減を
◇　少人数学級の実現に真摯に向かうべき

ではないか

14 岩野  正則
１．空き家活用へ前向きな取り組みを
２．「食堂かめっち。」の周辺整備を

15 金谷  髙子
１．地域防災への取り組みは
２．子育て支援センターに相談室の確保を
◇　子宮頸がんワクチンへの対応は

16 松田  英二 １．柵原学園建設の排水計画は万全か

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

みさき

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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美作岡山道路事業への町の取り組みは

耕作放棄地を復活させる対応策は

岡山県と連携して早期完成に努力する

取組事例など情報収集し提供したい

問　

 

美
作
岡
山
道
路
事

業
は
令
和
2
年
６
月

の
地
元
説
明
会
を
経
て
、

10
月
か
ら
は
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
も
開
始
さ
れ
て
お
り
、

着
実
に
進
ん
で
い
る
。

①
町
の
基
本
姿
勢
を
再
確

認
し
た
い
。

②
用
地
提
供
者
な
ど
へ
の

意
向
確
認
体
制
と
専
門
員

の
配
置
は
。

③
道
路
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
計
画
は
。

④
滝
谷
池
改
修
事
業
は
。

⑤
内
水
対
策
は
。

答 

青
野
町
長

①
平
成
27
年
３
月
に

飯
岡
・
王
子
・
高
下
地
区

住
民
に
書
面
で
周
知
し
た

と
お
り
、
県
提
示
の
ル
ー

ト
で
早
期
完
成
に
協
力
す

る
と
の
基
本
姿
勢
は
変
わ

っ
て
い
な
い
。

②
地
権
者
へ
具
体
的
な
話

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

柵
原
総
合
支
所
に
専
門
員

を
配
置
し
た
い
。

③
現
段
階
で
は
具
体
化
し

た
計
画
は
な
い
。

④
地
元
の
了
解
を
得
て
、

10
月
22
日
に
岡
山
県
に
対

し
防
災
対
応
で
き
る
事
業

の
提
案
を
要
望
し
た
。

⑤
従
来
の
排
水
ポ
ン
プ
に

加
え
、
山
際
に
大
型
水
路

を
設
置
し
て
内
水
を
減
少

さ
せ
る
対
策
を
提
案
し
て

お
り
、
現
在
、
地
元
の
意

向
を
確
認
中
で
あ
る
。

問　

 

営
農
継
続
に
種
々

の
補
助
制
度
が
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
鳥
獣
被

害
、
後
継
者
不
在
な
ど
で

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て

い
る
。

①
町
内
の
耕
作
放
棄
農
地

の
現
状
は
。

②
耕
作
放
棄
の
要
因
は
。

③
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活

用
策
へ
の
町
の
支
援
は
。

④
今
後
の
圃
場
整
備
推
進

の
取
り
組
み
は
。

答 

立
石
産
業
観
光
課
長

①
農
業
委
員
会
の
農

地
利
用
状
況
調
査
の
直
近

３
年
の
デ
ー
タ
は
下
記
の

と
お
り
で
毎
年
増
加
し
て

い
る
。

②
耕
作
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
在
、担
い
手
不
足
、

耕
作
不
便
な
ど
で
離
農
す

る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。

③
農
地
利
用
の
将
来
的
な

設
計
図
を
普
段
か
ら
描
い

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
各
種
の
支
援
策
を
情

報
提
供
し
た
い
。

答 

青
野
町
長

③
新
規
就
農
者
や
規

模
拡
大
を
目
指
す
農
家
な

ど
に
は
既
存
制
度
の
利
用

や
取
組
事
例
な
ど
の
情
報

を
収
集
し
提
供
し
た
い
。

④
現
在
、担
当
課
で
は
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
を

進
め
て
お
り
、
集
落
内
で

の
未
来
予
想
図
の
作
成
の

際
に
、
生
産
基
盤
整
備
の

方
法
と
し
て
圃
場
整
備
に

つ
い
て
も
働
き
掛
け
た
い
。

延原正憲（のぶはらまさのり）議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

建設準備着々と

美咲町内の耕作放棄地の現状一覧表
年  度 農地全面積 うち耕作放棄地 割  合

29年 3,051 ha 346 ha 11.30%

30年 3,040 ha 397 ha 13.00%

元年 3,036 ha 453 ha 14.90%

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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山本宏治（やまもとこうじ）議員

旭地域の拠点整備の方針は

大
阪
府
岬
町
と
の
交
流
の
取
り
組
み
は

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
交
流
を
行
い
た
い

学校を核としたまちづくりを進める

問　

 

旭
地
域
の
義
務
教

育
学
校
の
要
望
を
踏

ま
え
、「
あ
さ
ひ
生
き
活
き

拠
点
整
備
事
業
」
の
見
直

し
も
必
要
と
考
え
る
が
今

後
の
方
針
は
。

答 

青
野
町
長

　

地
域
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

旭
地
域
で
は
、
座
談
会

な
ど
行
い
、
拠
点
整
備
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね

て
き
た
。

　

今
後
も
少
子
高
齢
化
は

進
ん
で
い
く
が
、
現
行
の

小
・
中
学
校
の
存
続
が
地

域
の
要
で
あ
り
、
学
校
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。

答 

黒
瀬
教
育
長

　

旭
地
域
の
小
・
中

学
校
は
存
続
す
る
の
か
と

い
う
声
が
あ
っ
た
。

　

保
護
者
や
地
域
住
民
と

の
意
見
交
換
会
を
各
地
区

で
開
催
し
、
意
見
を
聞
い

た
。

　

ま
た
、
旭
地
域
全
戸
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
旭
地
域
内
へ
の

小
・
中
学
校
存
続
の
希
望

が
87
％
。
他
地
域
の
小
・

中
学
校
と
の
統
合
希
望
が

13
％
だ
っ
た
。

　

保
・
小
・
中
の
保
護
者

会
な
ど
か
ら
、
地
域
内
へ

の
存
続
に
つ
い
て
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

慎
重
に
検
討
し
、
決
断
を

し
た
い
。

問 　
11
月
３
日
に
大
阪

府
岬
町
と
協
定
書
が

交
わ
さ
れ
た
。

　
今
回
の
企
画
は
若
手
職

員
の
ア
イ
デ
ア
と
聞
く
。

さ
ら
な
る
ア
イ
デ
ア
創
出

に
期
待
を
す
る
。

　
今
後
、
両
町
の
交
流
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

す
る
の
か
。

答 

光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

岬
町
は
海
に
面
し

た
研
修
施
設
や
海
水
浴
場

な
ど
「
海
の
町
」
で
あ
り

海
産
物
が
豊
富
で
あ
る
。

　

本
町
は
「
山
の
町
」
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
生
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
交
流
を
行
い
た
い
。

　

地
域
課
題
解
決
に
向
け

て
両
町
の
職
員
間
の
交
流

も
図
り
た
い
。

答 

立
石
産
業
観
光
課
長

　

岬
町
の「
道
の
駅
」

関
係
者
と
協
議
を
行
い
、

物
産
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
。

　
「
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
」

と
「
し
ら
す
干
し
」
の
新

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た
い
。

答 

神
坂
教
育
総
務
課
長

　

１
月
24
日
か
ら
始

ま
る
全
国
学
校
給
食
週
間

で
、
本
町
の
卵
と
岬
町
の

し
ら
す
干
し
を
使
用
し
た

学
校
給
食
を
提
供
し
た
い
。

答 

平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

児
童
生
徒
に
海
の

体
験
学
習
、
農
村
型
体
験

学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
を
検
討
し
て
い
く
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

特産品の交流も活発に

9年間の学び舎として

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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本庁舎および周辺整備今後の展望は

義務教育学校に期待することは

中央運動公園付近を候補地とし計画

より良い未来を創造する子どもの育成

問　

 

町
長
が
掲
げ
て
、

取
り
組
ん
で
き
た
施

政
方
針
に
つ
い
て
、
今
後

の
展
望
を
示
せ
。

①
小
規
模
多
機
能
自
治
の

取
り
組
み
は
。

②
本
庁
舎
お
よ
び
周
辺
整

備
の
計
画
は
。

答 
青
野
町
長

①
防
災
な
ど
、
自
治

会
の
枠
を
超
え
て
、
話
し

合
い
を
し
た
い
と
い
う
地

区
も
出
て
き
て
い
る
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
事

は
、
地
域
の
み
ん
な
で
考

え
、決
定
し
、実
行
す
る
と

い
う
「
小
規
模
多
機
能
自

治
」
の
体
制
づ
く
り
が
、

少
し
ず
つ
だ
が
進
ん
で
き

て
い
る
と
感
じ
る
。

　

今
後
も
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

組
織
づ
く
り
を
積
極
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

②
美
咲
町
み
ら
い
デ
ザ
イ

ン
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

拠
点
整
備
に
向
け
て
の
基

本
的
な
考
え
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
で
検
討
を
進
め

て
き
た
。

　

世
代
や
分
野
を
超
え
、

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
み
ん
な
が
交

流
し
、賑
わ
い
が
生
ま
れ
、

地
域
の
活
性
化
が
促
進
さ

れ
る
新
た
な
拠
点
を
創
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
央
運
動
公
園
付
近
を

候
補
地
と
し
、
３
月
を
目

途
に
具
体
的
な
計
画
を
ま

と
め
た
い
。

問 　

義
務
教
育
学
校
の

検
討
は
、人
口
減
少
・

少
子
化
が
大
き
な
要
因
で

あ
り
、
現
在
の
児
童
生
徒

数
の
推
移
を
見
る
と
、
近

い
将
来
に
は
複
式
学
級
の

検
討
も
余
儀
な
く
さ
れ
る

状
況
に
あ
る
。

　
先
進
地
で
は
特
色
あ
る

教
育
に
よ
り
、
義
務
教
育

学
校
の
開
校
後
、
校
区
外

通
学
者
が
校
区
内
通
学
者

を
上
回
る
な
ど
の
効
果
が

表
れ
、
地
域
活
性
化
へ
貢

献
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

　
本
町
で
は
、
何
を
目
的

と
し
て
義
務
教
育
学
校
創

設
を
目
指
し
、
何
を
期
待

し
て
い
る
の
か
。

答 

黒
瀬
教
育
長

　

 

目
的
は
、
端
的
に

言
う
と
５
点
で
あ
る
。

①
故
郷
を
愛
し
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
、
主
体
的

に
学
ぶ
児
童
生
徒
の
育
成
。

②
９
年
間
を
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
一
貫
性
の
あ
る

教
育
方
針
に
基
づ
き
、
教

育
活
動
を
展
開
す
る
。

③
少
子
化
に
対
応
す
る
。

④
義
務
教
育
学
校
が
地
域

創
生
の
拠
点
と
な
る
。

⑤
美
咲
町
の
資
源
を
最
大

限
生
か
す
。

　

期
待
す
る
こ
と
は
、
自

分
の
夢
や
目
標
に
向
か
い
、

自
他
を
尊
重
し
、
地
域
を

愛
し
、
よ
り
よ
い
未
来
を

創
造
す
る
子
ど
も
の
育
成

で
あ
る
。

左居喜次（さこよしつぐ）議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

交流や賑わいが生まれる新たな拠点

地域に根付き、信頼される学校へ

中央総合体育館中央総合体育館

岡山中央総合情報公社岡山中央総合情報公社

柵原学園イメージ図柵原学園イメージ図

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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山田雄二（やまだゆうじ）議員

柵原のまちづくりをどう進めるのか

釜
の
上
古
墳
を

　
地
域
資
源
に
活
用
で
き
な
い
か

美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
検
討
し
た
い

柵原学園を地域づくりの
核として位置づける

問　

 

柵
原
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

　
柵
原
学
園
（
仮
称
）
が

地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答 

黒
瀬
教
育
長

　

柵
原
学
園
も
地
域

の
一
つ
の
拠
点
と
し
て
、

教
育
の
場
、
地
域
の
人
の

触
れ
合
う
場
、
生
涯
学
習

の
場
と
な
る
よ
う
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　

 

大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
い
う
よ
う
な

他
人
事
で
は
な
く
、
人
が

呼
ぶ
な
ら
飛
ん
で
行
こ
う

と
、
自
分
の
こ
と
と
し
て

答
弁
願
い
た
い
。

答 

黒
瀬
教
育
長

　

期
待
し
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
は
、
何
度
も

何
度
も
読
み
返
し
何
度
も

書
き
直
し
た
。
生
涯
学
習

は
住
民
ひ
と
り
一
人
が
主

人
公
と
い
う
意
味
で
、
皆

さ
ん
に
期
待
し
て
い
る
と

い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き

た
い
。

答 

青
野
町
長

　

柵
原
学
園
を
地
域

づ
く
り
の
核
と
し
て
位
置

づ
け
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
し
て
地
域
力
を

高
め
て
い
く
取
り
組
み
を

学
校
の
開
校
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。

　

学
校
と
地
域
が
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
互
い
に
意
見

を
出
し
合
い
、
学
び
合
う

中
で
地
域
も
成
熟
化
し
、

学
校
と
地
域
の
双
方
向
の

関
係
づ
く
り
が
期
待
さ
れ

る
。

問　

 

飯
岡
地
区
に
あ
る

釜
の
上
古
墳
は
、
地

域
お
こ
し
の
資
源
と
し
て

活
用
で
き
る
と
考
え
る
。

　
釜
の
上
古
墳
は
、
月
の

輪
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

造
ら
れ
た
円
墳
で
、
規
模

も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

　
三
笠
宮
様
は
、
昭
和
28

年
の
月
の
輪
古
墳
発
掘
に

参
加
さ
れ
、
平
成
15
年
の

月
の
輪
古
墳
発
掘
50
周
年

に
際
し
て
「
日
本
の
発
掘

隊
が
20
年
近
く
中
東
の
ト

ル
コ
共
和
国
で
発
掘
調
査

を
し
て
い
る
が
、
月
の
輪

古
墳
の
発
掘
方
法
が
お
手

本
に
な
っ
て
い
る
」
と
祝

辞
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　
当
時
の
柵
原
町
長
は

「
平
成
の
教
育
活
動
・
文

化
活
動
と
し
て
、
釜
の
上

古
墳
の
発
掘
が
で
き
な
い

も
の
か
」
と
提
案
し
て
い

る
。

　
釜
の
上
古
墳
の
発
掘
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
幅

広
い
支
持
や
賛
同
を
得
ら

れ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
示
せ
。

答 

平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

発
掘
す
る
と
い
う

の
は
難
し
い
の
で
、
地
域

資
源
の
活
用
に
つ
い
て
今

後
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

答 

宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

古
墳
を
町
の
重
要

な
資
源
と
し
て
活
用
す
べ

く
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
を
中
心
に

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

待たれる令和６年４月の開校

柵原学園イメージ図柵原学園イメージ図

空から見た釜の上古墳

釜の上古墳釜の上古墳

月の輪古墳月の輪古墳

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡



12美咲町議会だより  No.63  ＜2021.2＞議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

地域資源を活かした取り組みは

未来につなぐまちづくりの施策は

ＤＭＯで町の魅力を再定義する

地域内経済の好循環を目指す

問　

 

新
町
建
設
計
画
の

基
本
目
標
に
あ
る「
住

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

は
全
て
の
政
策
・
施
策
の

基
本
に
な
る
。

　
地
域
の
資
源
や
個
性
の

分
析
・
分
類
は
で
き
て
い

る
の
か
。

答 

宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

地
域
経
済
に
好
循

環
を
つ
く
り
、
他
地
域
に

な
い
有
形
無
形
の
資
源
を

把
握
し
、
魅
力
あ
る
も
の

と
し
て
活
用
し
て
い
く
ス

タ
ン
ス
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
。

　

豊
富
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
資
源
を
把
握
し
、
観
光

だ
け
で
な
く
経
済
を
回
す

資
源
と
し
、
令
和
３
年
度

発
足
を
目
指
す
美
咲
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
よ
り
、
町
に
あ
る
魅

力
を
見
つ
け
再
定
義
す
る

役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

問　

 

今
あ
る
資
源
と
新

た
に
発
掘
し
た
資
源

を
活
か
し
た
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答 

宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

個
々
の
素
材
を
資

源
に
し
、
点
で
は
な
く
線

で
結
び
、
面
に
し
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
作
り
を
Ｄ
Ｍ

Ｏ
で
進
め
る
。

答 

青
野
町
長

　

奉
仕
の
精
神
に
あ

ふ
れ
た
人
の
力
が
一
番
の

資
源
で
あ
る
。
そ
の
力
で

地
域
再
生
を
目
指
し
、
将

来
負
担
を
残
さ
な
い
公
共

施
設
の
再
編
整
備
、
中
心

部
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
づ

く
り
を
進
め
る
。

問　

 

未
来
に
つ
な
ぐ
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
、
基
本
目

標
と
主
要
施
策
の
全
て
が

大
切
で
あ
る
。

　
特
に
重
要
と
考
え
る
施

策
は
何
か
。

答 

宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

人
口
減
少
で
経
済

が
縮
小
す
る
圧
力
か
ら
い

か
に
脱
出
す
る
か
。

　

町
に
し
か
な
い
地
域
資

源
を
活
用
し
、
施
設
を
賢

く
収
縮
す
る
こ
と
が
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え

る
。問　

 

財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
は
町
が
稼
ぎ

収
入
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
や
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、
町
が
企
業
的
な
活
動

す
る
な
ど
収
入
を
増
や
す

べ
き
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
が
生
き
残

る
に
は
発
想
の
転
換
は
必

要
で
は
な
い
か
。

答 

宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

地
域
内
経
済
を
好

循
環
で
回
す
だ
け
で
な
く
、

お
金
を
い
か
に
効
果
的
に
、

効
率
的
に
使
っ
て
い
く
の

か
。
今
後
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

答 

青
野
町
長

　

従
来
型
の
発
想
に

と
ら
わ
れ
ず
様
々
な
可
能

性
を
探
り
、
稼
ぐ
力
に
向

け
美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

貝阿彌幸善（かいあみゆきよし）議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

地域で作って地域で消費

美咲町の魅力を発信

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡



13 みさき 議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

藤井智江（ふじいともえ）議員

町行政は条例に則っているか

コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
民
の
負
担
軽
減
を

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
た
い

法規範を遵守している

問 

①
町
行
政
は
、
種
々

の
条
例
に
則
っ
て
執

行
さ
れ
て
い
る
か
。

②
美
咲
町
情
報
公
開
条
例

に
基
づ
い
て
請
求
が
さ
れ

た
時
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
で
開
示
さ
れ
る
の
か
。

③
審
査
請
求
が
出
さ
れ
た

時
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

④
審
査
委
員
会
委
員
の
構

成
は
。

⑤
審
査
委
員
会
の
開
催
要

件
は
。

答 

青
野
町
長

①
行
政
の
最
も
基
本

と
な
る
原
則
の
一
つ
が
、

法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理

で
あ
る
。
業
務
を
行
う
際

は
、
法
規
範
を
遵
守
し
、

執
行
し
て
い
る
。

答 

稲
谷
総
務
課
長

②
開
示
請
求
が
提
出

さ
れ
る
と
、
総
務
課
お
よ

び
担
当
課
で
審
査
し
、
請

求
が
あ
っ
た
日
か
ら
30
日

以
内
に
開
示
す
る
か
を
決

定
す
る
。

③
⑤
審
査
請
求
が
あ
っ
た

場
合
は
、
美
咲
町
情
報
公

開
条
例
第
20
条
第
１
号
、

第
２
号
に
該
当
す
る
場
合

を
除
き
、
美
咲
町
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
議

会
に
諮
問
す
る
。

④
審
査
委
員
は
５
人
以
内

で
、
優
れ
た
識
見
を
有
す

る
人
。　
　

問 

①
働
く
人
の
感
染
症

対
応
休
業
支
援
金
、

給
付
金
な
ど
は
周
知
さ
れ

て
い
る
か
。

②
町
の
事
業
継
続
支
援
助

成
金
は
十
分
周
知
さ
れ
、

目
的
が
達
成
で
き
て
い
る

の
か
。

③
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
づ

く
り
が
大
切
で
は
な
い
か
。

④
医
療
機
関
、
介
護
施
設

な
ど
へ
の
直
接
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答 

立
石
産
業
観
光
課
長

①
②
コ
ロ
ナ
感
染
症

関
連
の
国
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
機
関
の
支
援
策
は
、

本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

リ
ン
ク
す
る
岡
山
県
、
経

済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

産
業
観
光
課
に
関
わ
り

の
あ
る
手
続
き
は
、
商
工

会
の
取
り
扱
う
持
続
化
補

助
金
の
証
明
事
務
や
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
機
器
関

連
保
証
な
ど
の
融
資
制
度

に
か
か
る
証
明
事
務
が
あ

る
。

　

事
業
継
続
支
援
助
成
金

を
、
法
人
・
個
人
事
業
主

に
対
し
申
請
書
を
送
付
す

る
な
ど
周
知
に
努
め
て
い

る
。答 

清
水
健
康
推
進
課
長

③
体
制
づ
く
り
は
大

切
で
あ
り
、
願
い
で
も
あ

る
。

　

県
と
医
師
会
が
連
携
、

協
力
し
発
熱
患
者
の
検
査

体
制
は
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
。

④
以
前
、
給
付
金
・
マ
ス

ク
を
支
給
。
医
療
機
関
を

訪
問
し
実
情
を
聞
き
状
況

に
応
じ
た
支
援
を
考
え
た

い
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

町民のためになる役場へ

医療従事者への支援と感謝を

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡



14美咲町議会だより  No.63  ＜2021.2＞議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

「食堂かめっち。」の周辺整備を

指定管理者と協議して進めて行く

問　

 「
食
堂
か
め
っ
ち
。」

駐
車
場
の
周
辺
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

立
石
産
業
観
光
課
長

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
以
降
、
土
日
の
来
場
者

は
多
く
、
混
雑
し
た
状
況

で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

を
行
い
対
応
し
て
い
る
が
、

店
舗
内
の
混
雑
や
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
策
、
駐
車
場
が

少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

苦
情
は
な
い
。

問　

 

お
客
さ
ん
に
不
便

を
か
け
な
い
よ
う
に

前
向
き
な
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か
。

答 

立
石
産
業
観
光
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
駐

車
場
を
広
げ
る
予
定
は
な

い
。

　

今
ま
で
以
上
に
皆
様
に

愛
さ
れ
る
店
舗
づ
く
り
を

進
め
て
行
く
。

　

接
客
に
つ
い
て
の
環
境

整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答 

平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
は
美
咲
物
産
と
連
絡
を

取
り
合
い
混
乱
が
な
い
よ

う
調
整
し
て
い
る
。

質問

答弁

質問

答弁

空き家活用へ前向きな取り組みを

地域と一緒に意見交換をしていく

問　

 

本
町
の
資
源
の
一

つ
に
、
町
史
編
纂
室

で
収
集
し
た
資
料
や
町
史

に
関
す
る
書
籍
な
ど
が
あ

る
。

　
地
域
資
源
で
あ
る
歴
史

的
、
文
化
的
価
値
の
あ
る

書
籍
な
ど
を
、
空
き
家
を

活
用
し
て
図
書
館
を
つ
く

り
、
展
示
で
き
な
い
か
。

答 
平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

貴
重
な
資
料
の
保

管
の
た
め
に
は
管
理
人
が

必
要
と
な
る
。

　

例
え
ば
、歴
史
的
、文
化

的
価
値
の
あ
る
書
籍
に
つ

い
て
は
、
司
書
が
常
駐
し

て
い
る
図
書
館
に
郷
土
資

料
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

町
民
が
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

 

人
口
減
対
策
と
し

て
、
町
な
か
の
空
き

家
の
活
用
、
民
間
活
用
の

研
究
を
し
、
前
向
き
な
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答 

青
野
町
長

　

町
内
に
空
き
家
が

約
１
，０
０
０
軒
あ
る
。図

書
館
に
限
定
し
な
い
で
、

地
域
に
あ
っ
た
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

吉
ケ
原
地
区
で
は
空
き

家
を
活
用
し
、
憩
い
の
場

と
し
て
開
放
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
。

　

行
政
が
一
方
的
に
空
き

家
の
活
用
を
進
め
る
の
で

は
な
く
、
地
域
と
一
緒
に

活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
て
い
く
。

岩野正則（いわのまさのり）議員

質問

答弁

質問

答弁

町なかに賑わいを

「いらっしゃいませ〜」

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡



15 みさき 後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

金谷髙子（かなだにたかこ）議員

地域防災への取り組みは

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
相
談
室
の
確
保
を

相
談
し
や
す
い
環
境
を

　
　
　
　
早
急
に
整
備
す
る

外部団体が参加する防災訓練を企画

問　

 

近
年
の
地
球
温
暖

化
で
、
雨
の
降
り
方

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
雨
だ
け
で
な
く
地
震
に

つ
い
て
も
活
動
期
に
入
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
確
率
は
、
今
後
30
年

以
内
に
70
％
か
ら
80
％
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

地
域
防
災
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

①
自
主
防
災
の
活
動
の
現

状
は
。

②
塚
角
地
区
で
は
、
県
の

モ
デ
ル
事
業
で
避
難
支
援

個
別
計
画
を
作
成
し
て
い

る
。

　
町
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。

③
町
の
補
助
で
防
災
士
の

資
格
を
取
得
し
た
人
数
は
。

答 

浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

①
30
年
７
月
豪
雨
を

経
験
し
、
防
災
活
動
が
活

発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

②
個
別
計
画
策
定
の
取
り

組
み
が
遅
れ
て
い
る
地
域

が
あ
る
。

　

県
や
各
種
団
体
で
の
防

災
学
習
な
ど
を
活
用
し
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
く
。

③
中
央
地
域
３
人
、
旭
地

域
５
人
、柵
原
地
域
13
人
。

答 

井
上
政
策
推
進
監

　

役
場
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。

　

外
部
の
団
体
が
参
加
す

る
大
規
模
な
防
災
訓
練
企

画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

 

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

一
番
重
要
な
の
は
妊
娠
期

か
ら
切
れ
目
な
く
出
産
後

も
母
と
子
、
家
庭
の
相
談

な
ど
で
あ
る
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
の
問

題
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
相
談

が
増
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

①
子
育
て
相
談
な
ど
に
つ

い
て
本
町
の
現
状
は
ど
う

か
。

②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
、
相
談
者
が
安
心
し
て

相
談
が
で
き
る
相
談
室
の

確
保
は
で
き
な
い
か
。

答 

清
水
健
康
推
進
課
長

①
・
産
後
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が

心
配
で
病
院
に
行
く
時
期

を
考
え
て
し
ま
う
。

・
保
健
師
の
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
も
延
期
さ
れ
た
。

・
保
育
園
の
家
庭
保
育
の

時
期
に
は
、
母
親
の
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
た
。

　

と
い
っ
た
内
容
の
相
談

が
あ
っ
た
。

答 

青
野
町
長

②
本
庁
舎
内
に
は
会

議
室
の
数
も
、
ス
ペ
ー
ス

も
な
い
状
況
。
こ
の
制
度

を
運
用
し
て
い
く
に
は
、

相
談
室
は
大
変
重
要
な
こ

と
か
ら
、
庁
舎
管
理
担
当

部
署
と
調
整
し
て
い
た
。

　

開
設
に
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
健
康
推
進
課
の

す
ぐ
近
く
の
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
、
相
談
し
や
す
い

環
境
を
早
急
に
整
備
す
る
。

防災は日頃の訓練が大事

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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表紙の紹介

 

　兄妹仲よく寝ている姿を
　そっと撮らせてもらいました。

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

柵原学園建設の排水計画は万全か

流域内の流入量を調査し対策を図る

問　

 

義
務
教
育
学
校

（
仮
称
）柵
原
学
園
建

設
計
画
が
佳
境
を
迎
え
て

お
り
、
順
調
に
進
め
ば
来

年
度
か
ら
敷
地
造
成
工
事

が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

大
規
模
な
開
発
行
為
を
行

う
場
合
に
最
も
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
排

水
計
画
で
あ
る
。

　
想
定
さ
れ
る
被
害
防
止

に
向
け
た
対
策
は
万
全
か
。

答 

神
坂
教
育
総
務
課
長

　

排
水
対
策
と
し
て

は
、
流
域
内
の
雨
水
流
入

量
を
調
査
し
て
既
存
の
農

業
用
水
路
な
ど
を
拡
張
す

る
。

　

ま
た
敷
地
内
に
調
整
池

を
設
け
て
下
流
域
と
な
る

周
佐
地
区
へ
の
流
入
水
量

を
調
整
す
る
と
と
も
に
児

童
・
生
徒
へ
の
安
全
対
策

を
考
慮
し
た
高
さ
の
フ
ェ

ン
ス
を
設
置
す
る
。

答 

前
田
建
設
課
長

　

学
校
建
設
予
定
地

か
ら
流
れ
出
た
水
は
下
流

域
と
な
る
稗
田
川
を
通
っ

て
吉
井
川
に
排
水
さ
れ
る
。

　

想
定
さ
れ
る
流
入
量
を

排
水
で
き
る
河
川
断
面
の

確
保
に
向
け
て
今
年
度
よ

り
河
川
改
修
工
事
を
実
施

す
る
。

　

想
定
さ
れ
る
内
水
対
策

に
つ
い
て
も
対
策
工
法
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

答 

青
野
町
長

　

通
学
す
る
児
童
・

生
徒
や
隣
接
す
る
地
域
の

安
全
確
保
は
、
町
と
し
て

当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い

る
。

松田英二（まつだえいじ）議員

質問

答弁

質問

答弁

新年互礼会の開催
　１月１４日、美咲町新年互礼会が開催されました。町
執行部と議員全員が出席するなか、地域自治振興と地
域福祉に功績があった５人の表彰が行われました。

令和3年3月定例会の予定
　令和３年３月に予定されている美咲町議会定例会は
　◆３月１日（月）開会～３月１９日（金）閉会の１９日間
　◆一般質問は３月２日（火）～３月３日（水）の２日間
　◆予算特別委員会は３月１０日（水）～３月１５日（月）の４日間
（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどでお知らせしていきます）

静かに時を待つ学校建設予定地

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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　１１月３日（火）文化の日に、久米郡商工会会議室において、大阪府岬町との「友好交流都市協定」・「災害
時相互応援協定」の調印式が行われました。
　大阪府岬町は、昭和３０年に多奈川町・深日町・孝子村・淡輪村が合併してできた町です。岬に沈む夕日
は格別に美しく「日本の夕日百選」に選ばれており、岬の海は豊かな漁場として、沿岸漁業や養殖に取り組ま
れています。
　調印式には、大阪府岬町から、田代堯町長、　奥野学議長ほか関係者多数が出席され、本町からは、青野
町長、松島議長のほか多くの議員・職員が出席しました。

大阪府岬町と岡山県美咲町の
友好交流都市協定・災害時相互応援協定が結ばれ

調印式が執り行われました。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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美咲町議会 4年間の軌跡
2017（H29）年

2020（R2）年

議会だより５６号全国コンクールで優良賞を受賞

貝阿彌議長・松島副議
長体制でスタート

48号

中学生議員が２回目とな
る子ども議会を開催

49号

議会だより創刊５０号の
記念特大号を発刊

50号

松島議長・金谷副議長
新体制でスタート

57号

第８回議会報告会・意見
交換会を開催

58号

津山圏域議長協議会
合同研修会を開催

59号

56号
全国第９位
優良賞

第
34
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

第
９
位
優
良
賞
を
受
賞

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡



19 みさき

美咲町議会 4年間の軌跡美咲町
議会だより
48号〜62号

2018（H30）年

2019（H31.R1）年

議会大激論
予算案を否決

51号

柵原地域学校等建設特
別委員会が活動開始

52号

新型コロナ感染症 対策
関連予算を可決

61号

青野町長就任
所信を表明

55号

中学生議員が３回目の
子ども議会を開催

53号

美咲町第三次振興計画
を決定

60号

「平成３０年７月豪雨災
害」対応で予算大幅増額

54号

議会への町民アンケート
を実施

62号

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

大
阪
府
岬
町
調
印
式

美
咲
町
議
会
4
年
間
の
軌
跡
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編
集

後
記　
　
本
年
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　「
新
し
い
生
活
様
式
」の
徹

底
を
図
り
、
一
日
も
早
い
終

息
に
向
け
て
皆
で
知
恵
を
絞

り
ま
し
ょ
う
。

　
美
咲
町
で
は
、
第
三
次
振

興
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ

を
基
本
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　「
主
権
者
は
町
民
」で
す
。

町
民
の
参
画
が
あ
っ
て
こ
そ

「
私
た
ち
の
美
咲
町
」と
し
て

地
域
は
活
性
化
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
議
員
は
行
政
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

活
動
が
、
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に

議
会
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
藤
井
記
）

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第36回

美咲の
冬を明るく

するぞ！

　イルミネーションについては平成２８年から実施
しています。

●いつ頃から活動していますか●
　活動を通じて皆とコミュニケーションが図られ元
気がもらえます。
　一つのイベントを成功させる事により皆で喜び
を共有できることです。

●楽しいことは何ですか●

　各地区への花プランター配布・ふれあい祭り・
防災訓練・イルミネーション点灯など行ってい
ます。

●どんな活動をしていますか●

　規模は小さくても年末年始に美咲町へ行けば
「原田イルミネーション」がきれいに点灯している
と言ってもらえるように子どもたちに夢を提供して
いきたいです。

●これからの活動は●

　原田第１自治会と原田２区自治会の常会長を中心
に約４０人で活動しています。

●メンバー構成は●

　にぎわいの創出事業へ、継続的な支援をお願い
します。

●議会に一言お願いします●

　イルミネーションを復活しようと声が上がり各
家庭で以前使用していた器具を寄付してもらい、
始めました。

●活動を始めたきっかけは●

原  

田  

会

明るく元気でにぎやかに
みなさんの活動で美咲の未来が育ちます。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

延
原
　
正
憲

左
居
　
喜
次

岩
野
　
正
則


